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患者 130 人を対象とし、中央値で 50 か月追跡したところ 49 人に心血管事故が認められた。
血中 A-FABP 値の中央値で全体を二群に分けると、血中 A-FABP 高値群で心血管事故の発生
が有意に多く、そのハザード比は 1.03 であった。血中 A-FABP 値は安定狭心症患者の心血
管事故発生おける独立した予測因子であることを示した価値ある業績である。 
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。 
Circulating adipocyte fatty acid-binding protein is a predictor of 
cardiovascular events in patients with stable angina undergoing 
percutaneous coronary intervention 
（血中脂肪酸結合タンパクは PCI を受けた安定狭心症患者の心血管
イベントの予測因子となる）
